
1 ．序
　2017年3月に公示された幼稚園教育要領（文部科学省，
2018a）, 小・中学校学習指導要領（文部科学省，2018b, 
c）においては , 前文に「持続可能な社会の創り手とな
ることができるようにすることが求められる」, 総則に

「持続可能な社会の創り手となることが期待される児童
（生徒）に，生きる力を育むことを目指す」と記載され
ており，新学習指導要領の基盤となる理念として持続
可能な社会のための教育（ESD: Education for Sustainable 
Development）が記されている。 
　また，「ESD とは，（中略） 現代社会における様々な問
題を，各人が自らの問題として主体的に捉え，問題の根
本的な要因等にも目を向け身近なところから取り組む
ことで，それらの問題の解決につながる新たな価値観や
行動等の変容をもたらし，もって持続可能な社会を実現
していくことを目指して行う学習・教育活動のことであ
る。」（持続可能な開発のための教育に関する関係省庁連
絡会議，2021）と示しており，それには，生物多様性や
環境学習などが含まれている。
　環境教育指導資料（国立教育政策研究所教育課程研
究センター，2014）には，「小学校における環境教育は，
子供一人一人が自分自身の周囲の様々な環境と関わり
をもったり，具体的な体験をしたりするところから始ま
る。」，「子供一人一人が環境に対して，興味・関心をもち，
意欲的に関わり，環境に対する豊かな感受性を育むこと
が大切である。」とあり，小学校においては，身近な環

境と関わる体験活動と感受性を育むことが重要とされ
ている。感受性を育むことについては，「自然の中で感
受性を豊かにするという基礎的な段階ほど何度でも繰
り返される必要がある」（広木，2002）と述べられてお
り，感受性を高める取り組みを何度も繰り返し行うこと
の必要性を示している。さらに，生物多様性教育とは「環
境教育の１分野であり，生物多様性を正しく理解するた
めの知識を習得する教育で，自然とのふれあい活動など
を通して体験的に学ぶ教育活動を重要な柱とする教育」
であると定義されている（庄子，長島，2014）。これら
のことから，生物多様性や環境教育に取り組む上で，児
童が日常的に生物と関わる環境の中で，感受性を育む体
験活動を繰り返し行うことが特に大切だと筆者は感じ
ている。
　しかし，児童の遊びを見ていると，豊かな環境が身
の周りにあっても自然との触れ合い活動が日常的に行
われているようには感じない。そのため，児童の生活
環境に関わらず自然と触れ合う経験が乏しいのではな
いかという疑問がある。また，現状として，児童や教
員が身の周りの生物に対して好きだと思っているのか，
どれくらい生物の名前を知っているのか，これまでに捕
まえたり触ったりしたことがあるのかということにつ
いては正確に実情を把握できていない。そこで，児童や
教員の生物に対する興味・関心，経験に関するアンケー
ト調査を実施した。
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2 ．方法
（1）アンケート
　作成したアンケートを資料 1，2 に示す。アンケート
内容は，小学校の教科書に記載されている 12 種の生物
名を尋ねる項目，生物に対する興味・関心，経験を尋ね
る内容とした。教科書に記載されている 12 種の生物選
択については，児童が栽培したことがあるものや日常目
にしやすいであろうとするものを選んだ。
（2）アンケートの実施
　2020 年 9 月に丹波市の小学校 11 校（児童 759 名，教
員 117 名），加東市の小学校 1 校（児童 490 名，教員 28 名），
明石市の小学校 1 校（児童 324 名，教員 21 名），計 13
校 1739 名（児童数 1573 名，教員 166 名）に実施した。
回収率は丹波市の児童 93.9%，教員 84.6%（児童 713 名，
教員 99 名），加東市の児童 81.6%，教員 64.2%（児童
400 名，教員 18 名），明石市の児童 96.9%，教員 66.6%（児
童 314 名、教員 14 名）全体は児童 90.7％，教員 78.9％（児
童数 1427 名，教員 131 名）であった。

3 ．結果
　生物について，「とても好き」と回答したのは加東市
54％，丹波市 53％，明石市 49％で，全体平均は 53％で
あった。「少し好き」と回答したのは加東市 28％，丹波
市 27％，明石市 26％，全体平均は 28％であった。「あ
まり好きではない」と回答したのは丹波市 11％，加東
市 10％，明石市 7％，全体平均は 10％であった。「まっ
たく好きではない」と回答したのは丹波市 5％，明石市
の 5％，加東市 4％，全体平均は 5％であった（図 1）。
　教科書に記載されている 12 種の生物について，「好き」
と回答した割合が全体で一番高かったものは，カンサイ

タンポポの 69％，次にシロツメクサの 66％，続いてマ
リーゴールドの 65％であった。最も低かったのはオオ
カマキリの 37％，次にアメリカザリガニの 42％，続い
てナナホシテントウの 45％であった。これらの傾向に
ついては，学校周辺の自然環境による地域差はみられな
かった（図 2）。
　学年別で 12 種の生物を「好き」と回答した割合は，
マリーゴールドを除いて1年生が最も高かった（図3- ①，
②）。中でも最も高かったのが，モンシロチョウとカン
サイタンポポの 83％であった。次に高かったのが，オ
カダンゴムシの 81％，続いてツバメの 78％であった。6
年生はマリーゴールドを除いて「好き」と回答した割合
が最も低く，特に，オオカマキリの 24％アメリカザリ
ガニの 25％とショウリョウバッタの 29％が顕著であっ
た。一方，マリーゴールドを「好き」と回答した割合は，
教材で使用する 3 年生で最も高かった（図 3- ②）。
　教科書記載の6種の生物を「つかまえたことがある」
と回答した割合について，オカダンゴムシはどの地域で
も一番高かった。最も低かったのは，オオカマキリで

図 生き物 種 が好きかについて地域別の調査結果
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図1 児童が生き物を好きかについて地域別の調査結果
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あった。地域差が表れているものはアメリカザリガニ
とオオカマキリであった。丹波市は他の 2 市に比べて，
つかまえたことがある割合が高かった （図 4）。
　児童と家族の生物の好き嫌いについて，最も高かった
のが「自分も家族も生きものが好き」の 55％であった。
最も低かったのが，「自分も家族も生きものが嫌い」の
8％であった（図 5）。
　家族および児童の生物に対する好き嫌いの関係につ
いて，家族が生物が嫌いで自分は生物が好きな割合は
72％，家族が生物が好きで自分も生物が好きな割合は
80％であった（図 6）。

　教員へのアンケート調査では，生物について，「とて
も好き」と回答したのは 26％，「少し好き」48％，「あ
まり好きではない」13％、「まったく好きではない」が
０％であった（図 7）。
　一方，教員アンケートの「理科を教えるのが好きか」
について，「好き」と回答したのは 53％，「好きではない」
と回答したのは 26％であった。「好き」と回答した理由
は，「生きものがすきだから」，「命の大切さを学ぶこと
ができる」等であった。「好きではない」と回答した理
由は，「準備の大変さ」，「時間がない」，「よく知らない」
等であった（図 8）。
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図 5　児童と家族の生き物の好き嫌いについての調査結果

図 児童と家族の生き物の好き嫌いについての調査結果
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図 6　家族および児童の生き物に対する好き嫌いの関係
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4 ．考察
　児童がより身の回りの生物に対する興味・関心を持
ち，生物多様性について考えることができるよう，教員
が働きかける方向性に着目した。
　児童の生物に対する興味・関心については，図 1 よ
り，生物全体に対して，「とても好き」，「少し好き」と
回答した割合を合わせると 81% あり，高いことがわか
る。教科書に記載されている生物に関して好きと回答し
た割合については，地域による差があまり見られなかっ
た（図 2）。しかし，どの地域も学年が上がるにつれて
好きと回答した割合が低くなっていることがわかった

（図 3- ①，図 3- ②）。このことから，低学年では生物に
対してより興味・関心を高め，以降の学年でそれを持続
させる取り組み，高学年では興味・関心を高める取り組
みや授業づくりの必要性があると考えられる。
　次に，身近に生物がいる環境と児童の触れ合う頻度の
関係性である。丹波市の児童は他の市の児童に比べて , 
生物を「つかまえたことがある」という割合が高かった

（図 4）。つまり，丹波市の児童が生物と触れ合う機会が
多いということであり，たくさんの生物がいる豊かな環
境が児童の身の回りにあると考えられるため，身近な自
然を使って体験活動を行うことが可能である。
　そして，家族の生物の好き嫌いと児童の生物の好き嫌
いには関係が見られなかったこと（図 5，図 6），つまり，
家庭環境による影響がみられないことから，学校教育に
おける働きかけが児童の生物への興味関心に与える影
響は大きいと考えられる。
　図 7 より，教員は生物全体に対して，「とても好き」，

「少し好き」と回答した割合を合わせると 74％あり，児
童の結果とともに高い割合を示している。しかし，理
科（生物）を教えることに対して，「好き」と回答した
割合は 53％，教えることが「好きではない」と回答し
た割合は 26％であった。教えることが「好きではない」
と回答した 33 人のうち生物が「好き」と回答した教員
は 13 人もいた。このことから，生物全体に好意を抱い
ている教員は多いが，教えることに関して好きではない
教員もいることがわかった。教員の理科（生物）への「好
きではない」理由にある「準備の大変さ」，「時間がない」，

「よく知らない」ということに対する対処も講じる必要
があると考える。そのためには，動植物の採取や生育方
法をデータベース化，共有する等，指導者が理科の授業
準備過程を見通す手立てが必要になってくると考えら
れる。
　以上から，生物への興味・関心を高めるためには，児
童を取り巻く環境に合った地域素材を活かした授業づ
くりや取り組みをしていくことが有効であると考える。
また，地域素材を活かした授業づくりや取り組みを行
うことは，自らの問題として捉え，身近なところから
取り組むという ESD の考えにつながる。そこで，理科・
生活科や総合学習の時間という授業時間だけではなく，
休み時間等学校生活全体の中で，生物への興味・関心を
高める活動を行い，そこから生み出される児童の疑問を

拾い上げ，生物多様性を実感できる具体的な授業づくり
へと展開させる必要性があることが明らかとなった。
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